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Mind wandering (MW) is the shift in the contents of thought away from an ongoing task to 
self-generated thoughts which is unrelated to the task. MW is thought to have the role of 
integrating one’s experiences into a meaningful context through autobiographical reasoning. 
However, the relationship between MW and autobiographical reasoning is only a theoretical 
suggestion and no previous studies have directly examined this relationship. In this study, we 
performed a questionnaire survey to clarify the role of MW that integrates experiences by 
examining whether there is a relationship between MW and autobiographical reasoning. As a 
result, a positive correlation was found between the Mind-Wandering Questionnaire and the 
Thinking About Life Experiences (TALE) scale. There was also a positive correlation between 
the Daydream Frequency and TALE scales. This result indicates that MW is related to 
autobiographical reasoning. 
 








ワンダリング (Mind Wandering : MW) と言う (Smallwood & Schooler, 2015)。MW は覚醒中の 30―
50 %の時間で生じる，日常生活にありふれた現象である (Killingsworth & Gilbert, 2010)。 
これまでの研究で，MW の思考内容は自己関連性が高いという研究から，自己の感覚との関連が
示唆されている。例えば，Song & Wang (2012) は日常生活における MW の内容を調査し，その結果
ほとんどのエピソードが自分自身の生活やそこで起こる感覚に関連していたことを示した。また，






性が示されている (D’Argembeau, 2018; Gruberger, Ben-Simon, Levkovitz, Zangen, & Hendler, 2011; 
Smallwood & Schooler, 2015)。しかし，MW と自己の感覚との関連性については日常的体験に基づく
示唆にとどまっており，実証した研究は未だに見当たらない。 








自伝的推論が自己の感覚の形成や維持という MW の役割に関与している可能性が考えられる。 






する TALE 尺度から，自己継続機能因子を自伝的推論の指標として用いた。MW については，MW
の個人差を特性レベルで検討するために多くの先行研究で用いられてきた尺度が，Daydream 
Frequency Scale (DDFS) である。加えて，近年開発された尺度である Mind-Wandering Questionnaire 
(MWQ) は，高い内的一貫性や収束妥当性をもち，課題中の MW と関連することが確認されている 





参加者は，日本語を母語とする広島大学の学生 68 名 (男性 30 名，女性 38 名) であった。平均年









TALE尺度 (自己継続機能) 3.68 0.85
 
質問紙 
'')6 自発的思考の傾向を測定する Daydream Frequency Scale の日本語版 (梶村・野村，2016) 全
12 項目について，A から E に進むにつれて空想傾向が高くなるような 5 件法で回答を求めた (質
問項目例: 私は空想をすることが・・・)。得点化は，A を 0，B を 1，C を 2，D を 3，E を 4 とし
た。
0:4 MW の傾向を測定する Mind-Wandering Questionnaire の日本語版 (梶村・野村，2016) 全 5
項目について，「1: 全くない」，「2: めったにない」，「3: あまりない」，「4: たまにある」，「5: 頻繁
にある」，「6: 常にある」の 6 件法で回答を求めた (質問項目例: 人の話を聞きながら，気づいたら
何か他のことも考えている)。
7$/(尺度 自伝的記憶の傾向を測定する TALE 尺度の日本語版 (落合・小口，2013) 全 8 項目の
うち，自己継続機能を測定する全 3 項目を用いた。自伝的記憶が想起されると考えられる場面にお




















自伝的推論と MW の関連について検討するために，スピアマンの順位相関分析を行った (Table 2)。
その結果，TALE 尺度の自己継続機能因子と DDFS との間に弱い正の相関関係が見られた (r = .35, p 
= .004; Figure 1)。同様に，TALE 尺度の自己継続機能因子と MWQ との間に弱い正の相関関係が見
られた (r = .34, p = .004; Figure 2)。 
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因子と，DDFS および MWQ の間に弱い正の相関関係が見られた。この結果から，自分が過去に経
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験した出来事を思い出すといった自伝的推論を行いやすい人ほど，MW をしやすい傾向があると考
えられる。また，これまでの先行研究では MW と自己の感覚との関連が示唆されている (e.g., 





ことが示されている (Smallwood, Nind, & OʼConnor, 2009)。しかし本研究で MW との関連が示され
た自伝的推論は，主に過去の出来事と自己を結びつける省察的思考である。この結果から，MW の





加えて，DDFS や MWQ で測定した MW が日常生活における MW をどこまで反映しているかが不
明であることが挙げられる。結果部分で示したように，DDFS と MWQ の相関は弱かった。よって
DDFS と MWQ の測定している概念は一致性が低く，MW の概念を包括的に捉えることが出来てい
ない可能性がある。梶村・野村 (2016) によると，DDFS は課題無関連思考を含む自発的思考傾向
を反映しやすい尺度との関連が強く，ネガティブな特性 (自尊感情および人生満足感の低さ，抑う
つ傾向および不安傾向の高さ) との関連は必ずしも強くない。一方，MWQ は MW 傾向を反映しや
すい尺度との関連が強く，ネガティブな特性と強い関連を示す。このような違いが，DDFS と MWQ
の相関の低さに反映されたと考えられる。 
そして，Soemer, Idsardi, Minnaert, & Schiefele (2019) は MW と文章の理解度との関連性を調べた
際に，個人特性としての MW と課題中に生じる MW の違いによって結果が異なることを示してい
る。具体的には，個人特性としての MW と文章の理解度の間には弱い正の相関が見られた (β = .33, 
p < .05) のに対し，課題中に生じる MW と文章の理解度の間には弱い負の相関が見られた (β = 
−.36, p < .001)。このことから，MW と自伝的推論の関連性についても，個人特性としての MW と課
題中の MW の違いによって結果が異なる可能性が考えられる。今後は両者の違いについても検討し，
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